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教育施策の取組状況について 

 

１ 一人ひとりに応じたきめ細やかな教育の充実 

✓ 小学校 1～4年生における 35人学級を実施し、きめ細やかな指導を推進 

 

✓ 5・6 年生で 35 人を超える学級がある学校にはスタートフォロー教員を配置し、高学年の指導を充実 

 

●スタートフォロー教員の配置実績 

 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 

学校数 17 17 16 15 15 

人数 24 23 21 22 22 

 

✓ 発達障害を含む特別な教育的支援を要する幼児・児童生徒が在籍する学校園に、臨床心理士や言語聴覚士

などを派遣し、巡回指導を実施 

 

✓ 小・中学校の通常の学級に在籍する LD、ADHD など特別な教育的支援を必要とする児童・生徒のための

特別支援教育指導員を配置 

 

●特別支援教育指導員の配置実績 

 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 

小学校 41 45 45 45 45 

中学校 17 17 17 17 17 

計 58 62 62 62 62 

 

✓ 介助が必要な幼児・児童・生徒のための介助員を配置 

 

●介助員の配置実績 

 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 

幼稚園 65 67 70 73 73 

小・中学校 55 57 60 60 60 

養護学校 6 6 6 6 6 

計 126 130 136 139 139 

 

✓ エレベーターの設置やスロープ等の段差解消対応の実施 
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２ 子どもたちが安心して学べる質の高い教育環境の実現  

✓ 学校園の施設・設備の改修 

 

✓ 学校園施設の耐震診断を実施し、耐震補強工事や改築工事を実施 

 

✓ 全小学校の図書室にエアコンを設置 

 

✓ 学校図書室の書架の整備や蔵書の充実を図ったほか、ブックリスト（推薦図書リスト）を作成・配付 

 

✓ 教育用パソコン、電子黒板、実物投影機、タブレット端末などを整備 

 

●整備実績 

電子黒板：９７台、実物投影機（書画カメラ）：３１４台、タブレット端末：３９８台 

 

✓ 英語教育の充実のため、すべての小・中学校に外国人講師を派遣 

 

✓ 学校園の安全対策として、警備員の配置・防犯カメラの設置 

 

✓ 就学援助の実施や、高校生等に対する奨学金の貸与 

 

✓ 教育相談や、スクールカウンセラー・生徒指導相談員の配置 

 

●相談件数 

 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 

電話 262 139 174 223 255 

面接 248 195 256 371 299 

計 510 334 430 594 554 

 

●スクールカウンセラーの配置実績 

 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 

人数 3 3 3 3 3 3 

 

●中学校生徒指導相談員の配置実績 

 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 

人数 25 25 25 25 25 25 

 

✓ 「明石市中学校給食基本計画」を策定し、中学校給食実施に向けて準備 

 

✓ 「放課後児童クラブ」の運営や整備の推進 
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３ 地域ぐるみで子どもの健やかな育ちを支える活動の推進 

✓ 「スクールガード」、「おれんじキャップ」、「こども 110 番の家」、「わんわんパトロール」、「子ども安全

の日運動」等、地域ぐるみで子どもの安全を見守る活動を推進 

 

●スクールガード登録者数（各年 4月） 

 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 

人数 5,020 4,921 5,166 5,352 5.196 5,260 

 

✓ 地域の方々や事業所の協力を得て、「地域に学ぶトライやる・ウィーク」を実施 

 

✓ 放課後や土曜日に、教員 OB や地域人材の協力を得て、子どもたちの学習を支援する体制を充実 

 

●小学校 3年生児童の希望者を対象に実施してきた「わくわく算数教室」を、H27 年度から拡充し、小

学校 10校で「わくわく土曜教室」として土曜日に年間 20 回程度実施 

●中学校 3年生の希望者を対象に、全中学校で「数学・英語応援団」を実施 

●小学校 5・6 年、中学校 1・2 年の理科に興味・関心をもつ児童生徒を対象に、年間 6 回「おもしろ

ドキドキ科学教室」を実施 

 

✓ 市内 8小学校区で「放課後子ども教室」を実施 

 

✓ すべての学校園においてオープンスクールを実施 

 

 

４ 生涯を通じて学び、その成果を生かすことができる環境の充実 

✓ 図書館、西部図書館において、貸出冊数を一人６冊から１０冊に増やしたほか、定例や季節毎のイベント

等に加え、「ビブリオバトル（対戦式の書評会）」「英語よみきかせ会」「読書スタンプラリー」等を実施 

 

●平成 26 年度「子どもに伝えたい『本』感動大賞」の応募実績 

「本の帯感動大賞」：846 点、「一枚の絵感動大賞」：243点 

●平成 26 年度「音読・朗読発表会」の参加実績：184 人（観覧者含む） 

 

✓ 明石駅前南地区再開発ビル内に整備予定の（仮称）市民図書館の開設に向けた準備 

 

✓ 小学校区単位に配置したスポーツ推進委員と協働してショートテニス等のニュースポーツの普及を推進 

 


